
           【3月 16日～17日 富士山眺望のハイキング】 

 

１．コースタイム 

    3/16（土）  

     6：00高の原駅==13：18戸田峠・・13:40小達磨山・・14:12/15:00達磨山・・15:47

戸田峠・・ 

     16:00/16:18金冠山・・16：30戸田峠==キャンプ場（泊） 

    3/17(日)  

     6：00キャンプ場==7：53山神社駐車場・・8：39愛鷹山荘・・8：45富士見峠・・9：

17鋸岳展望台・・ 

     10：09/10：22富士見台・・10：44越前岳・・12：54駐車場==19:30木津駅 

 

２．参加者：Ｋ岡 I田 I藤 Ｔ部 Ｙ村(由) 

 

３．概要 

 

【一日目】伊豆・達磨山～金冠山 

 

当初は福井の大日岳・銀杏峰の予定が、天候不順につき関東遠征に変更となりました。 

それでも、当日集合してから北陸にするか静岡にするか決めようとのＫ岡リーダーの連絡

で、 

集まったメンバーの荷物が完全冬山装備で、荷物が半端なく多い！多い！！ 

おまけにテント、マットも積んでるので大変です。(>_<) 

I田さんの手腕で何とか積み終わり、いざ出発です。（高の原駅を 6時過ぎ） 

さて、どこへ行く？？となって、車中の流れで伊豆富士山近郊の山へ～～となりました。 

宿も移動する車中にＫ岡さんが「だるま山高原キャンプ場」のバンガローを予約。 

これで雨の心配もせずに済む！ 

夜はすき焼きパーティだぁ～～と一気にお気楽モードになりながら、目指す伊豆へ向かい

ました。 

先にバンガローのチェクインを済ませてから、軽い昼食をキャンプ場で摂った後、車で登

山口まで移動する。 

 

登山口の戸田峠は、伊豆市と沼津市の境目にあり、へだとうげと読みます。 

準備していざ集まると、やけに大きなザックに冬用靴とやたら重装備な面々・・・(^^ゞ 

スタートの戸田峠が 750mで達磨山が 981mなので、お気楽ハイキングと思っていたのが、

軽い誤算だった。(;'∀') 



小達磨山までは階段の連続！！ 

冬山用の服装が祟ったのか、熱がこもってバテバテになりました。 

言い訳してスミマセン！m(__)m 

それでも、小達磨山からぐんぐん下っていくと目の前に見事な光景が～～！ 

交差するスカイラインの先に、抹茶色の笹の中に延びる稜線に思わず息を呑む。 

この景色を観れただけでも幸せです。(*^-^*) 

一瞬幸せな気持ちでしたが、予想通り稜線はずっと階段でした。(;'∀') 

 

階段をふぅふぅ言いながら登り返し山頂へ。 

南の先は天城山方面、左手には修善寺の町、反対方面から北は駿河湾から本州の静岡まで

見渡せました。 

富士山は見えずでしたが、これだけの素晴らしい風景が見えたので、よしとします！ 

各自ゆっくりコーヒーを飲み、しばし至福のひと時です。 

下りはキラキラと光っている海を眺めながら、一旦戸田峠に下ってから金冠山へ向かいま

す。 

ここは遊歩道と書いてあるくらいのんびりと歩けました。 

富士山はあいにく暑い雲でまったく姿を見せてくれず・・・でしたが。 

 

バンガローに戻り、夕食はお楽しみのすき焼きです。 

これがあるから富士山が見れなくてもテンション上がりまくりのメンバーさんたち。(笑) 

2段ベッドが４台、ソファーベッド１台、布団、毛布、テーブル・イス、キッチン、トイレ

あり。 

IHコンロに鍋に食器、ポット、炊飯ジャーまで装備されてました。 

これで一泊 15,000円は安い！ 

 

【二日目】富士山近郊・愛鷹山 

 

バンガローを 6時に出発する。 

キャンプ場のレストハウス裏から富士山が綺麗に姿を現してくれました。 

これから向かう先の山からはもっと近くでくっきり見れるんだろう～と期待しながら愛鷹

山へ車を走らせました。 

愛鷹山（あしたかやま）は最高峰の越前岳（1504m）・位牌(いはい)岳・呼子岳などからな

る愛鷹連峰を指すらしい。 

 

愛鷹登山口となっている山神社駐車場から鳥居をくぐり登り始めます。 

うっそうとした静かな針葉樹の森の中を進んでいきます。 



谷道から開けた辺りに、青い屋根の愛鷹山荘が見えてきました。 

ここより 5分ほどで富士見峠に到着。 

峠から右が黒岳、左が越前岳です。 

帰りの時間があるので、愛鷹山最高峰の越前岳へ進むことにします。 

途中の鋸岳展望台からは鋸岳～位牌岳と荒々しい姿が一望できました。 

期待の富士見台からは、早朝の伊豆からは全容が見れた富士山です 

この日は暑い雲に覆われずっと麓しか望めませんでした。残念！！ 

下山者から山頂は足元がぐちゃぐちゃ、との話を聞き富士見台で軽く行動食を摂りました。 

結果的にはこれが大正解でした。 

 

山頂は風が出てきて寒くとても長居はできない、集合写真を撮ったら速攻下りました。 

黒岳は朝一は顔を出したものの今は雲の下との事でパス！ 

そうなると下りは早いです。 

13時前に駐車場に着きました。 

高速に入る前に温泉に立ち寄り、静岡ＳＡにて桜エビ丼、桜エビかき揚げうどん等各自堪

能して帰奈しました。 

 

 


